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卓越した遂行力で貢献 千
葉
国
道 

2023
年
度
優
良
工
事
等
表
彰

42工事・７業務など栄誉
さらなる技術研さんと人材育成を

　
千
葉
国
道
事
務
所
は
７
月
16
日
、
２
０
２
３
年
度
優

良
工
事
等
事
務
所
長
表
彰
式
を
同
事
務
所
２
０
２
会
議

室
で
執
り
行
っ
た
。
優
良
工
事
関
係
は
、
優
良
工
事
８

件
、
優
秀
工
事
技
術
者
６
人
、
難
工
事
功
労
30
件
が
選

ば
れ
た
。
優
良
工
事
で
は
加
藤
建
設
、
工
建
設
、
東
邦

建
設
な
ど
、
難
工
事
で
は
新
松
戸
造
園
、
萩
原
土
建
な

ど
が
名
を
連
ね
た
。
優
良
業
務
関
係
は
、
優
良
業
務
７

件
、
優
秀
技
術
者
７
人
を
選
定
。
建
設
産
業
担
い
手
確

保
・
育
成
貢
献
工
事
お
よ
び
新
技
術
活
用
・
生
産
性
等

向
上
工
事
は
４
件
で
、
加
藤
建
設
、
古
谷
建
設
な
ど
が

表
彰
さ
れ
た
。

　
藤
井
和
久
事
務
所
長
は
、
受
賞
者
に
対
し
て
「
優
秀

な
技
術
と
卓
越
し
た
遂
行
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
事

務
所
の
事
業
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
」
と
敬
意
・

感
謝
を
示
し
、
「
一
層
の
技
術
の
研
さ
ん
と
優
れ
た
人

材
育
成
に
努
め
、
建
設
業
界
に
模
範
を
示
す
立
場
と
し

て
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
受
賞
者
代
表
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
東
邦
建
設
の
宮
村

亮
祐
代
表
取
締
役
は
「
今
回
の
受
賞
を
機
に
、
一
層
の

建
設
技
術
の
向
上
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
、
住
民

R4圏央道芝山地区改良工事� ㈱加藤建設東京支店

R4圏央道多古地区改良その12工事� ㈱加藤建設東京支店

R4圏央道多古地区改良その8工事� 古谷建設㈱

建設産業担い手確保・育成貢献工事、新技術活用・生産性等向上工事

R5柏出張所管内緑地管理工事� ㈱新松戸造園

R4国道357号末広橋下部他工事� 工建設㈱

R4圏央道多古地区改良その2工事� 萩原土建㈱

難工事功労

R4圏央道芝山地区改良工事� ㈱加藤建設東京支店

【表彰理由】

　機械オペレーター以外の工事従
事者において、地盤改良工の改良
区割りの位置が把握しづらい状況
が懸念されたため、拡張現実
（AR）技術を用いて携帯端末上
に仮想の区割りを表示させ、進捗
確認や作業支援を行い、生産性向
上を図った。

Ａ
Ｒ
に
よ
り
区
割
り
を
可
視
化

【表彰理由】

　柏維持修繕出張所管内で特に交
通量の多い箇所だったが、緑地の
除草および高木の剪定に尽力。飛
散防護柵の設置など安全管理に努
めながら作業を行い、工事を完了
させた。

高
木
剪
定
完
了

【表彰理由】

　地盤改良工における安定処理の
施工方法を「バックホウ混合」か
ら「トレンチャ式混合パワーブレ
ンダー工法（ICT施工）」への変更
を提案し、日施工量を70%向上。
また、「中層混合処理と安定処理」
の2工種を「中層混合処理」に一
本化することで効率化を図り、良
好な工事目的物を完成させた。

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
完
成

R4国道357号末広橋下部他工事　� 工建設㈱

【表彰理由】

　工事に拡張現実（AR）技術を
活用し、携帯端末に完成モデルを
投影することで、作業員に完成イ
メージを伝えるとともに、具体的
な施工方法について打ち合わせ・
確認することで作業効率の向上を
図った。測量においてもチェック
に活用し、作業のやり直しを防止
するなど生産性向上に努めた。

Ａ
Ｒ
に
よ
る
完
成
イ
メ
ー
ジ

【表彰理由】

　橋梁に占用企業の管路が多数添
架されており、移設に伴う工程調
整が課題であった中、関係者との
協議を密に行い、工期内に無事故
で工事を遂行した。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
状
況

【表彰理由】

　現場は国道357号、JR京葉線、
海神川などに囲まれた狭あいな作
業エリアで、各種占用物件が存在
し、工程の遅延が想定される中、
適切な工事間調整と施工管理によ
る生産性の向上を図り、工期内に
無事故で工事を遂行した。

Ａ
１
橋
台
完
成

R4圏央道多古地区改良その4工事� 東邦建設㈱

【表彰理由】

　道路土工の法面整形などにおい
て、ICT建設機械のバックホウと
ブルドーザーによる施工を行い、
施工品質の確保、各工程の効率・
高精度化、施工管理・出来形管理
の迅速化など生産性向上を図っ
た。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る

法
面
整
形
の
施
工
状
況

【表彰理由】

　農業用水の断水時期が限定さ
れ、施工期間に制約がある中、既
設用水管の撤去、本設管の据え付
け・溶接、農業用水充水確認の一
連の施工において遅延すること無
く、用水管工を完了させた。

用
水
管
施
工
状
況

【表彰理由】

　バックホウで掘削した土砂重量
をオペレーターに表示・確認でき
る新技術を活用。ダンプトラック
の最大積載量に適した積み込みを
行うことにより、積み込み土量の
最大化・最適化などによる作業の
効率化を図り、生産性向上の取り
組みを行った。

本
線
土
工
完
成

優良工事

生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
、

地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
に
貢

献
し
て
い
く
」

と
決
意
を
述

べ
、
指
導
と
鞭

撻
を
求
め
た
。

あいさつする藤井所長


